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1.は じ め に

　 英 英 辞 典 が 名 詞 を 定 義 す る 際 に しば しば 用 い る パ タ ー ン に`act　 of　V(erb)-ing'(「 ～ す る 行 為 」),

`
process　 of　V-ing'(「 ～ す る 過 程 」),`state of　V-ing'(「 ～ す る 状 態 」)な ど が あ る 。 例 え ば 、

Longman　 Advanced　 American　 Dictionaryで い く つ か 名 詞 を 引 く と 、 次 の よ う に 定 義(一 部)し て い

る 。(定 義 の 前 の 番 号 は 語 義 番 号 を 示 す 。 番 号 が な い 場 合 は 語 義 が 一 つ の み の 場 合 。 下 線 は 筆 者 。)

 [1]  'request' =  I.  an act of asking for something politely or formally 

[2]  'employment' = 1. the act of paying someone to work for you 

[3]  'check'  = 2. a process of finding out if something is safe, correct, true, or in the condition it should 

   be 

[4]  'conviction'  = 4. the process of proving that someone is guilty in a court of law 

[5]  'confusion' = 1. a state of not understanding what is happening or what something means because it 

   is not clear 

 [6]  'oversupply'  =  the state of having more of a particular product than you need or can sell

こ こで 注 目 した い 点 はそ れ ぞ れ のhead　 nounのact,　 process,　stateと 共 起 して い る冠 詞 で あ る。

[1][2]で は 同 じ`act　 of　V-ing'で も[1]で は不 定冠 詞anが 、[2]で は 定冠詞theが 共 起 してい る。

[3][4]で は`process　 of　V-ing'で 、[5][6]で は`state　 ofV-ing'で 同様 の違 い が見 られ る。 一体 こ

の冠詞 の違 い は何 に起 因す るのか。 これ らのパ ター ンで はhead　 nounはof　 V-ingで 修飾 ・説 明 され

る ことに よ って何 をす る行 為(過 程 ・状 態)か が特 定 され 、定冠詞 が 用い られ る環境 で はない の

か。 なぜ 、不定 冠詞 の場 合 が ある のか。

　冠詞 に関す る先行研 究は 多 く、 さま ざま な用 法 につ い て詳 細 な説 明 をみ る こ とが でき る(Berry,

1993;Quirk,　 Greenbaum,　 Leech&Svadvik,1985;織 田1982,2002;熊 山1985;正 保1996;他 多数)。

head　nounがof-句 で後置修 飾 され て い るか ら とい って、 いつ で もhead　 nounに 定 冠詞 がつ くとは限

らない とい う指摘 もす で に多 くに よって な され て い る。 しか し、そ の場合 で も、肝 心 の 「定冠 詞

がつ く とは限 らない環境 」 の実体 とな る とまだ不 明確 な点 も多 く、研 究 の余地 が あ るよ うに思 わ

れ る。 本稿 が取 り上 げ るN of V-ingの パ ター ンはそ の具 体例 のひ とつ で 、上記[1]一[6]の よ うに 、

同 じパ ター ンが辞書 の定義 の 冒頭 部 で使 用 され て い る とい う状況 で あ りなが ら、冠 詞 が使 い分 け



られ てい る とい う事 実 を うま く説 明 ・予測 で き る段階 に はい た っていな いので はない か と考 える。

そ こで、本研 究 では この疑 問解 明へ の一歩 と してN of V-ingの パ ター ンの中か ら、`(an/the)act of

V-ing'に 的 を絞 り、次 の2点 を研 究課題 と して掲 げた い。

(1)英 英辞典 の 定義パ ター ン[ -act of V-ing]に お け るactと 共起 す る冠詞(以 下、略 して 「actの

冠詞 」 と呼ぶ)の 使 い分 けの 実態 を調べ るこ と。

(2)actの 冠詞 の使 い分 けに 関与 して い る と思われ る要 因候 補 を検 討 す るこ と。

以 下 、セ クシ ョン2で 問題 のactの 冠 詞 の使 い 分 け につ いて 先 行研 究か ら どの よ うな示唆 が得

られ るか を概観 した あ と、セ クシ ョン3で 本稿 が分析 対象 と した辞 書デ ー タの収集 方 法を述べ る。

セ クシ ョン4で は 、辞書 デ ー タでのactの 冠詞 の実態 につ いて ま とめ、セ クシ ョン5で は、 「可算

性 」 と 「V-ing」 の2つ の要 因候 補 がactの 冠 詞 の使 い分 け に関 与 して い るか を検 証す る。 セ クシ

ョン6で 本稿 の検 証結 果の ま とめ と今 後の検 討課 題 を明 らか に したい。

2.先 行 研究

冠詞 の選択 につ いて 、 どの先行研 究 もが まず最 初 に指摘 す る点 は、問題 の名詞 の(そ の言語環

境 で の)語 義 の可算 性 を知 る重 要性 で あ ろ う。Countable([C])かUncountable([U])に よって、

冠詞の選 択可能 性 が異 な るか らであ る。 本研 究 の場合 、 それ は[ 一act of V-ing]と い う環境 に

お けるactの 可算性 を知 るこ とにな る。 そ こで 、Longman Advanced American Dictionaryで 問題 の

actを 引 くと[C]と い うこ とが わ か る。[C]で あれ ば 、た とえ ば、Berry(1993)に よれ ば冠詞

の選択 は次 の よ うな制約 を受 け る こ とにな る。

• • • count nouns are used to refer to things which can be counted , and so they have both a singular and 

a plural form. In the singular, you have to use them with the indefinite article, the indefinite article, or 

another determiner. (...) If no other determiner is appropriate, you use the indefinite article. You 

cannot normally use a singular count noun without a determiner. (p. 6)

冠 詞以 外 のdeterminersを 無 視す る と、 問題 の名 詞actはsingularで あ るので 、定 冠詞 か不 定 冠詞

の どち らか を必ず 使 わな けれ ばな らな い とい うこ とにな る。 つ ま り、the act of V-ingかan act of V-

ingの どち らか にな る とい うこ とに な る。 こ こまで は容 易 な のだ が 、問題 は その後 の 定冠詞 か不

定冠詞 の選択 であ る。

定冠詞 を使 う状 況 は どの よ うの ときか。 例 えば 、Quirk,Greenbaum,Leech & Svanvik(1985:

265一272)はuses of the definite articleと して 、次の8つ の状 況 を挙 げてい る。(斜 字 体 は例文。 下線

は筆者)

(a) Immediate situation 

     The roses are very beautiful. [said in a garden]



(b) Larger situation  (general knowledge) 

     The Prime Minister 

(c) Anaphoric reference: direct 

     John bough a TV and a video  recorder,  but he returned the video recorder. 

(d) Anaphoric reference: indirect 

     John bought a bicycle,  but when he rod it one of the wheels came off  

(  e  ) Cataphoric reference 

     The President of Mexico is to visit  China. 

     The girls sitting over there are my cousins. 

     The wines  of France are among the best in the world. 

     The wines that France produces are among the best in the  world. 

(f) Sporadic reference 

     Did you hear the ten  o'clock news? 

 (g) The  'logical' use of the 

     When is the first flight to Chicago tomorrow? 

(h) The use of the with reference to body parts 

     Mary banged herself on the forehead.

　 Quirk et.　 al.(1985:281ー285)は こ の 他 に も 総 称 用 法(e.9.,　 The　 tiger　is　becoming　 almost　 extinct.)と

し て の 定 冠 詞 の 使 用 に 言 及 が あ る が 、 本 稿 のthe　 act　of V-ingに お け るtheは 総 称 用 法 で は な い と 思

わ れ る の で 、 こ こ で は 省 略 す る 。 上 の(a)か ら(h)の 中 で 本 稿 が 問 題 に して い る 環 境[　 act　ofV-

ing]に お け る 定 冠 詞 の 使 用 に 関 連 し て い る と 思 わ れ る の は(e)のcataphoric　 re艶renceの み で あ る 。

こ の 点 に つ い て 、Quirk,　 et.　a1(1985)は 次 の よ う に 説 明 し て い る 。

By the CATAPHORIC use of the may be understood the use of the definite article in a context where 

what follows the head noun, rather than what precedes it, enables us to pinpoint the reference uniquely. 

(...) In practice, however, the cataphoric use of the definite article is limited to cases where the  

modification of the noun phrase restricts the reference of the noun, so that its referent is, for the 

purpose of the discourse, uniquely defined. (p. 268)  

要す るに 、head　nounの 後置 修飾 が"restricts　the　reference　of　the　noun"す る場合 に 限 り定冠詞 を用

い る とい うこ とだが 、実際 に、 どの よ うな とき に後 置修 飾 がそ の名詞 の照 応 を限 定 してい て(従

って定冠 詞 を必要 と し)、 どの よ うな と きには 限定 してい ない の か(従 って 不定 冠詞 を必要 とす

るのか)、 の 判断 は容 易 で ない場 合 もあ る。 例 えば 、本 稿 冒頭 の[1][2]に 立 ち戻 ってみ た場 合 、

Quirk et. al.流 の説 明 に従 えば、 それ ぞれ のof以 下の修飾 は[2]の"　 act of paying someone to

work for you'で はactの 照 応 を限 定 して い るた め定冠 詞 が使 われ て い て、[1]の"　 act of asking



for something politely or formall"で は 限 定 し て い な い の で 、 定 冠 詞 は 用 い られ な い と い う こ と に

な る 。 し か し、 筆 者 に は ど ち ら のof V-ingも そ の 行 為 が 何 を す る 行 為 な の か を 明 ら か に して い る

と い う点 で は 、head nounのactを 限 定 して い る よ う に 思 え 、[2]だ け がcataphoric referenceの 定 冠 詞

を 必 要 とす る 理 由 は わ か ら な い 。

ち な み に 、Quirk,et.al(1985)は 上 のcataphori referenceの 説 明 に 続 い て 、 後 置 修 飾 が あ る 場 合 で

もhead nounに 定 冠 詞 だ け で な く 不 定 冠 詞 も 使 わ れ る 可 能 性 に も 言 及 し 、 定 冠 詞 と 不 定 冠 詞 の 両

方 の 可 能 性 が あ る 場 合 に は 定 冠 詞 の 方([7])はcataphoric referenceで は な くanaphori creferenceに な

る と 説 明 し て い る 。 以 下 は そ の 例 と して 挙 げ ら れ た ベ ア で あ る 。

[7] The bicycle John bought has been stolen. [assumes unique reference; cf: John's bicycle] 

 [8] A bicycle John bought has been stolen.  [cf: a bicycle of John's]

確 か に、[7]と[8]の 解釈 の違 い の説 明 として は妥 当 と思 われ る。 しか し、問題 の[1]と[2]は 辞書

の定義 とい う設 定で[1]の`request'も[2]の`employment'も 語 義番 号 は1で あ るので、それ ぞ

れ の名詞 の一番 最 初の 定義 で あ り、anaphoric referenceの 土台 とな る前 の文脈 はな い ことに な り、

一 方 だ け が
、anaphoric referenceに な る 可 能 性 は な い。 した が っ て 、 仮 に 、[2]がcataphoric

referenceの 定冠 詞 で あっ た と して も、なぜ[1]に 定冠 詞 で は な く不 定冠詞 が用 い られ て い るか と

い う疑 問は残 る よ うに思 われ る。

定冠 詞 の使 用 を促す とされ る、cataphoric referenceの さま ざまな 後置修 飾 の 中で 、本稿 と関連

す るの はof-句 の場 合 で あ るが、Nl of N2の バ ター ンにお け るNlとN2の 関係 は複雑 で 、2つ のN

の意 味 関係 は多 様 で ある。Nlの 冠詞 との 関連 でN1とN2の 意 味 関係 を論 じてい るもの にはBβrry

(1993)が あ るが 、Quirk,et.al(1985)同 様 、 本稿 が 問題 に して い るN of V-ing(N2の 部 分が動名

詞)の パ ター ンは触 れ られ てい ない1。

N of Nの 中で も特 にN of V-ingに 限定 して とな る と、先 行研 究 で も言及 してい るのは多 くはな

い。 筆者 が気づ い た範 囲 でい うと、 まず 、熊 山(1985:302)が ま さに本稿 の研 究対 象 と同 じ名 詞 の

actを用 いた次 の例 を挙げ て い る2。(下 線 は筆者)

[9] He was caught in the act of shoplifting some jewelry. 

 [10]He was in the act of stealing a car when the police drove by.

し か し 、 残 念 な が ら 、an act of V-ingと の 対 比 に お け る こ の パ タ ー ン に お け る 定 冠 詞 と 不 定 冠 詞 の

言 及 は な さ れ て い な い3。

正 保(1996)はhead nounはactで は な い が 、of V-ingの 例 文 を 用 い 、head nounの 冠 詞 の 選 択 に つ い

て 言 及 し し て い る 。Longman Dictionary of Current English(LDCE)か ら 次 の 例 文 を 引 用 し 、

[11]His illness is a/the result of eating contaminated food.

不 定 冠 詞 と 定 冠 詞 の 違 い に つ い て 以 下 の よ う に 説 明 し て い る 。

彼 の 病 気 は 汚 染 さ れ た 食 物 を 食 べ た 結 果 だ と うい 意 味 で あ る が 、aを つ け る 場 合 とtheの 場 合

で 意 味 が 同 じ と い う は ず は な い 。aで あ れ ば 、 「そ の 結 果 の1つ 」 で あ り 、theで あ れ ば 「そ



の結 果 が彼 の病 気 で あ る」 と して原 因 と結 果 が直 結 して い る とい う書 き方で あ る。theを つ

けた ほ うが断定 的な 言い方 で あ る。(p.46)

確 かに 、[ll]はN　 of　V-ingの バ ター ンで あ る し、 この場 合の 不定 冠詞 と定 冠詞 の違 いの 説 明は明

快 で妥 当な もの だ と思 われ る。 しか し、 この説 明がan/the act of V-ingに お け る不 定冠詞 と定 冠詞

の違 いの説 明 に応 用 で きるか、 と考 え る と少 な く とも筆者 には定か で なか った。 そ もそ も、 同氏

の上 記 の説明 は 、causeとresultと い う2つ の名詞 につ け る不 定冠 詞 と定 冠詞 冠 詞 の使 い分 け の議

論 とい う文脈 の 中で行 われ てい る もの で 、はた して このresult、causeの 説 明がan/the act of V-ingを

も説 明 し うる とい う主張 なの か ど うか は不明 で あ る。 いずれ にせ よ、 再び 、[1][2]に 戻 って 、a

result of Nとthe result of Nの 違 い が[1]のan act of V-ingと[2]のthe act of V-ingの 冠詞 の違 い を説 明

で き るか 考 えてみ る と、result,causeの 場 合 と比べ る と、actの 場 合 は違 い がわ か りに くい とい う

印象 を筆者 は もった。[1]の 「丁寧 に依頼 す る行為 」 と[2]の 「人 を雇 用す る行 為」 とい う定義 に

おい て、[2]の 方(だ け)が 断定的 とは感 じられ なか った し、依 頼 にせ よ、雇 用 にせ よ、複数 の 依

頼 行為 や雇 用行 為 は考 え られ る ので は ない か とも思 えた。result,causeの 場 合 とactの 場合 の違 い

が何 に起 因す るか と内省 す る と、actとof　V-ingの 関係 は同格 の関係 にあ るの に対 し、result,cause

の場 合 はof句 との関係 は 同格 の 関係 に はない ので は ないか 、 と考 えたが 、仮 にそ うだ と して も、

それ で問題 の[1][2]で の冠詞 の使 い 分 けが説 明で き るもの では ない。

以 上、先 行研 究の概観 か ら、 問題 のact　of　V-ngの パ ター ンにお い ては 、actの 冠 詞 は定冠詞 か 不

定冠詞 の どち らかに限 定 され る もの の、 どち らか につい ては 、疑 問が残 る結 果 とな り、使 い分 け

の実態 を調 べ るこ とにな った。

3.辞 書 デー タ

分析デ ー タの収集 に は、後述 の 条件 つ き検 索(絞 込 み)が 前能 で 、且 つ 、検 索結 果 の保 存 が容

易 で あるな どの理 由か ら、Longman Advanced American DictionaryのCD版(以 下 、LAADと 略 す)

を用い 、各種 の絞込 み を経 て最 終 的 に80件 の"(an/the_)act of V-ing"で 定義 が 始ま る名詞語 義

を分析 対 象 と した(以 下 、 「LAADデ ー タ」 と呼ぶ)。

LAADデ ー タに至 るまで のデー タの絞 り込み は以 下 の手順 で行 った。

まず 、LAADのADVANCED SEARCH上 で以 下の よ うな条件 をつ けて 、AND検 索 を用 い検 索語

句 入力欄 に`actof'と 入 力 して 、検 索 した(filtered search)。

・ 「定義 」(SEARCH INフ ィル ター で`DEFINITION'を チ ェ ック)

・ 「書 き言 葉 で最 も頻 度 の高 い3000語 」(FREQUENCYフ ィル ター で`3000 MOST FREQUENT

WRITTEN WORDS'を チ ェ ック4)

・ 「話 し言 葉 で最 も頻度 の高 い3000語 」(REQUENCYフ ィル ター で`3000 MOST FREQUENT

SPOKEN WORDS'を チ ェ ック)

・ 「名詞 」PART OF SPEECHIフ ィル ターで`nouns'を チ ェ ック)



この検 索の結 果 、LAADに 収 録 され てい るテ キ ス ト情報 の 中か ら、書 き言 葉 で も話 し言葉 で も最

も頻 度 が高い3000語 の グルー プ に属す る単語 の 内か ら、名詞 に限定 し、そ の語義 の定義 にactとof

を含む もの を検 索 した ことにな る。 この検 索の ヒ ッ ト数は103件 となった。

しか し、 この103の 語 義(お よび[C][U]な どの可 算性情 報)に 目を通 してみ る と、本稿 の分析

デ ー タ として は不適 切 、 も しくは 望 ま しくない と思 われ る ものが含 まれて いた ため、それ らを除

外す るこ と と した。 除外 した語 義 の内 訳 は以 下 の通 りで あ る5。

1.確 かにそ の定義 の 中にactとofは 含 まれ て い るが、本稿 で 問題 に して い る`act　 of'と は関係

の ない もの(1件)。(theater,theatre 2b;the work of acting in, writing, or organizing plays)。

2.`the act or process of_,'`the act or activity of_,'の よ うに 、`act'と`of'の 間 に他の語が

入 ってい る もの(7件)。

3.問 題 の`(an/the)act of'が 定 義の 冒頭 に ない もの(8件)。 除外 の理 由は 、`(an/the)act of'

が定義 の 冒頭 に出現 した場合 と冒頭 以外 に 出現 した場合 とでは冠詞 の使 い方 に違 いがでて くる

可能性 が ある とい う点 と、冒頭 に出 現 した場 合が圧 倒的 多数 で あった とい う点か ら、今 回の考

察 ではact ofが よ く用 い られ る 「冒頭 に出現 」 とい う環境 に限 定 した方 が、冠 詞選 択 の要因 を

特定 しやす い と考 えたた めで あ る。

4.可 算性([C][U]な ど)が 明 記 され て い ない もの(7件)。 後 述す るよ うに、本稿 では定義 に

お け るactと 共 起 す る冠 詞 の選 択 とその 語義 の可算 性 との相 関 関係 を考 察 す るの で、可 算性 は

必須 の情報 に な るた め、 その情 報 がな い ものは除外 す るこ とに した。

以上 の絞込 み の結 果 、103の 語 義 か ら、計23の 語 義 を除外 す るこ とにな り、最 終 的 に本 稿 で分析

の対 象 とす るLAADデ ー タは表1に 列 挙 した80の 語義 で構 成 され る こ と とな った。(表 の最左欄

の#は 便 宜上 つ けたLAADデ ー タの通 し番 号で 、以 下で個別 の デー タ を言 及す る際 に用 い る。)



the act of behaving in a silly, unnatural way and expressing 

too much emotion when you are acting in a movie, television 

program, or play:



GAMES an act of changing the position of one of the objects 
in a game such as CHESS, or the time when a particular 

player does this:



4."actの 冠詞"の 使 い分 け

まず 、actの 冠詞 の冠詞 別頻 度 をみ てみ る と、 不定冠 詞an act ofが27件(た だ し、#46 a single act

ofを1件 含む 〉、定 冠詞the act ofが53件 であ った。無 冠詞actofは1件 もな く、不定冠 詞か 定冠

詞 の どち らか が必ず 共 起 して い た こ とにな る。 ちなみ に、冠 詞 とactの 間 に形 容詞 が 出現 して い

た例 は、#46の1件の み で あった。 一方 、act　ofの 後 の部分 に注 目す る と、80件 すべ て におい て動

名詞(V-ing)で あ った。 した が って、問題 のact　ofの 前後 の環 境 は表2の よ うにま とめ られ る。

表2か ら、割合的には不定冠詞が全体の1/3、 定冠詞が2/3と 、定冠詞の方が不定冠詞の2

倍の頻度になっていることがわかる。 しか し、不定冠詞が例外的 とみなせ る程の少な さではない

ことも明確である。 したがって 「～する行為」 に対応す る英文定義 においては、不定冠詞 と定冠

詞の どちらの可能性 も十分 あるわけで、「(a/the)act ofV-ingに おける冠詞選の使い分けに関与 し

ている要因は何か」 とい う問いの大前提である冠詞 の使 い分けが存在 していることが確認 され た

ことになるのではないか と思われる。

無冠詞 が1件 もなかった事実は、問題のactとい う名詞 自体がLAADで は[C]と なっていること

と、[C]の 場合は不定冠詞 か定冠詞のどち らかが必要 になるとの先行研究の指摘 を考え合わせ る

と、予測できたことといえる。

なお、上記 と同 じ条件で、actが複数形の場合(acts of)を 検索 してみると、該 当す るものは1

件 もなかった。頻度の条件 をはず した検索で も、該 当は1件 のみであった 。

5.要 因候補の検証



同 じact　of　V-ingとい う環境 であ って も、an act of V-ingの 場合 とthe act of V-ingの 場 合が ある こと

が 上で確認 で きたが 、 なにが その冠 詞 の使 い分 を決定す る(も しくは 、影響 を与 え る)要 因 なの

か。 筆者 には2つ の 要因 が候補 として浮 か んだ。

まず 、1つ 目は 問題 の名 詞語 義(も しくは名詞 全 体 に)に 与 え られ てい る[C][U]な どの可算

性 の違 い(「 可算性 」)で あ る。 この要因 候補 がで て きた背景 に は、次 の よ うな臆 測 があ る。同 じ

「～す る行 為」 で も、act of V-ingで 定義 され てい る語義 の可算性 が[C]な らば 、それ は問題 のact

(行 為)が 頻 度 や種 類 な どの観 点 か ら個 別 化 ・複 数 化が しや す いact(行 為)な の ではな いか。

逆 に、可算性 が[U]な らば、 個別 化 ・複 数 化 が馴 染 まな いact(行 為)な のでは ない か。 そ して 、

そのact(行 為)の 個別 化 ・複 数 化 の しや す さの違 い が、 定義 にお けるan actとthe actの表 現形式

の違い に反映 してい るので はな いか。 つ ま り、an actの 方 は,`an act'1,`an act'2,`an act'3,.・ ・と

い った複 数(回 ・種)のactsを 背 景 ・前提 に してい るた め、 前者 の タイ プの 「～す る行為 」を定

義す るのに適 して い る表 現 形式 で あ るのに対 し、the　actの 方 は必 ず しもそ の よ うな複数性 が背後

にはな いた め後 者 の タイ プ の 「～ す る行 為 」 を定義す るのに適 して い るの では ないか。 も し、そ

うな らば 、問題 の名 詞 語義 に与 え られ て い る可算性 が[C]の 時 に は壁act　 of　V-ingが 、可算性 が

[U]の 時 にはthe act of V-ingが 、それ ぞれ 用 い られ て い る とい うこ とにな る。 ちなみ に、冒頭 にみ

た[1]の 例 の`request'(LAADデ ー タの#62)はan actで 定義 され て いて 、その 語義 に与 え られ て

い る可算性 は[C]で あ り、[2]の 例 の`employment'(LAADデ ー タの#65)はthe actで 定義 され て

いて 、その 可算性 は[U]と な って いて 、上記 の臆 測 どお りとい うこ とにな る。

要 因候 補 の2つ 目はact of V-ingのV-ingの 違 い(「V-ing」)で あ る。 この 要因 がで て きた背 景に

は、次 の よ うな一 連 の希 望 的臆 測 があ った。 つ ま り、 同 じact of V-ingで も、an act ofに 続 くV-ing

とthe act ofに 続 くV-ingで はV(動 詞)の 性 格 が異 な るので はな いか、 いわ ば、an act of系 の動詞

と、the act of系 の動 詞 の2つ の異 な る動詞 のタイ プが あ って 、そ の動詞 の性格 ・タイプの違 いが

an act of V-ingとthe act of V-ingの タイプ の違 い に反 映 して い るの で はない か。

以下 、順 次 これ らの要 因 の関 与の 可能性 を検 証 して い く。

5.1 可 算性

こ こで の 関 心 は、 問題 の語 義 の 「可 算 性 」 と 「actの冠詞 」 の間 に、例 えば[C]な ら不定 冠詞

(anactofWng)で 、[U]な らば定冠 詞(the act of V-ing)な ど とい った、相 関関係 が存在す るか

否 かで あ る。

表1を 概観 す る と、使 用 され て い る可算 性 は実 に さま ざまで あ る こ とがわ か る。[C],[U]と

い う典型 的 な ものか ら、[singular]の よ うに[C]と も[U]と も分類 で きない特殊 な もの 、[C,U]や

[singular,U]の よ うに 併 記 され て い る もの 、[C usually singular][usually singular][C usuaily

plural]の よ うに通 常 単数 、 通 常複 数 とこ とわ り付 きの もの、 さ らには#51(performance)の よ うに

[C][U]を 用 い ず 、"a performance"と して いつ もこの 形 で用 い る こ とを明記 した記 述 まで あ り、



計9通 りの可算性が使用 されている。

表3は 、個 々の項 目ごとに可算性 と冠詞の対応関係 をまとめた もので、表4は その対応の組み

合わせ ごとの頻度数を示 したものである。



各 可算性 ご との頻度 をみ る と、[U]が 最 も多 く30件 、続 いて[C]が25件 とな って いて 、典型的

な可算性 だ けあ って、 この2種 が全体 の約7割 を占め てい る。 次 はか な り頻度 は下 が り[C,U]が

12件 、そ の他 の可算性6種 はいず れ も5件 以下 にな っ てい る。

まず 、最 も高頻 度 だ った 可 算性 の[U](30件)の 内訳 をみ る と、 不 定冠詞 は1件(0.3%)で 、他

の29件(96.7%)に お いて はす べて 定冠 詞 が共起 してい る。 これ は、 も し可算性 が[U]で あれ ば、

そ の定義 はthe act of V-ingで 始 ま って い る可 能性 がか な り高いの で はない か と思 わせ る もので あ

る。 ただ 、 ここで不 可解 なの は、 唯一 の例外 となっ た項 目(#33 fire)で あ る。30件 もの[U]表 記の

項 目の中で 、 なぜ この項 目だ けが 不定 冠詞(an act of V-ing)な の か。 残念 な が ら、現 時点 で筆 者は

この 疑問 に対 す る答 え を持 ち あわせ て い ない。 参考 まで に、#33の 定義 と例 文 は以下 の よ うであ

る。

#33 fire  [U] an act of shooting, especially of many guns at the same time:  • They just heard a car 

               coming and opened fire  (= started  shooting).  • The truck she was in came under  fire  (= was 

             shot at) as it tried to deliver supplies to the front lines.

次 に多 か った 可算性 は[C](25件)で あ るが、[U]と は逆 の傾 向 を示 して い る。 つ ま り、25件 中、

不 定冠詞 が19件(76.0%)で あ るの に対 し、定 冠詞 の共起 は6件(24,0%)に す ぎな い。 した がって、

傾 向 として は可算性 が[C]な らば、そ の定義 で は不 定冠詞(an act of V-ing)と な る可能 性の 方が高

いの では ないか と思 わせ る。 しか し、 この不定 冠詞 寄 りの傾 向 は顕著 な もの の、で は[C]な らば、

そ の定義 は いつ もan act of V-ingで 始 ま ってい るか と問 われ れ ば、 そ うとは言 えな い こともまた明

らかで あ る。 そ うな る と、 ど うい うときに壁act of V-ingと 不 定冠詞 を用 いて 定義 され 、 どうい う

ときにthe act of V-ingと 定冠 詞 を用 い て定義 され るの か、 とい う疑問 は特 に可算性 が[C]の ときに

大 きな意 味 を もつ こ とに な りそ うで あ る。

頻 度 は か な り少 な くな るが 、3番 目に多 か った 可算 性 は[C,U〕(12件)で は 、不 定冠詞 が2件



(16.7%)に 対 し、定 冠詞 が10件(83.3%)と 定冠詞 寄 りの傾 向 を示 してい る。

続 く[singular,U]表 記 はわず か5件 のみ で あ った が 、そ の場 合例 外 な く定冠詞 が 共起 して いた。

その他 の 可算性 の場 合 は頻度 が3以 下 で、傾 向 を議論 す るの は不適 切の よ うに思われ る。

以 上、 「可 算性 」 とractの 冠詞 」 の 対応 関係 をみ て きたが 、 主 な可 算性 であ った[U]と[C]で

は明 らか に異 な る対応 関係 が観 察 され た。 つ ま り、頻度 か ら見 る限 り、 可算性 が[U]の 場合 はthe

act　of　V-ingと 定冠詞 が用 い られ る可能性 が非常 に 高 く、逆 に可算性 が[C]の 場合 にはan　act　of　V-

ingと 不 定冠詞 が用 い られ る割 合 いが高 い よ うに思 われ る。

5.2　 V-ing

次 に[ _act of V-ing]パ ター ンのV-ingの 部分 に注 目 して み る。 前述 の通 り、LAADデ ー タ80件 で

はact ofの 直後 に続 く語句 はす べ てV-ing(動 名詞)で あ った8。 ここで の関 心は 、 このV-ingの 動詞

(V)の 違 い がactの 冠 詞 とな ん らか の 関係 が あ るか否 か であ る。 は た して 、an act of系 の動詞 群 と、

the act of系 の動 詞群 とい った2つ の 異 な る動詞 の タイ プが存 在 していて 、その動 詞 タイ プの違 い

がan act of V-ingとthe act of V-ingの 違 い に対応 してい るの だ ろ うか。 何 をす る行 為 なのか に よっ

て、LAADデ ー タのan act of V-ingとthe act of V-ingの 使 い分 け を予 測 ・説 明す る こ とは可能 なの か。

まず 、 定義 の中で 、不定 冠詞(an act of V-ing)と 定 冠詞(the act of V-ing)ご とに 、 どの よ うなV-

ingが 共起 して い るか をみ てみ る。

不 定冠詞(an act of V-ing)(27件)と 共起 して い るV-ingを アル フ ァベ ッ ト順 にみ る と次 の24種 類

で あった。(括 弧 内の数 字 は出現頻 度 が複 数 の場合 の頻 度 を示 す。)

[不 定冠 詞 グル ー プ]

arranging; asking for; behaving; bringing; changing (2); dancing; dropping; examining; falling; 

fighting (2); fighting; forcing; getting rid  of hitting (2); hitting; kicking; looking at; moving; 

performing; pushing; reading; rebounding; running into; shooting; smoking; using

　一方 、定冠詞(the　act　of V-ing)(53件)と 共起 してい るV-ingを ア ル フ ァベ ッ ト順 にみ る と次 の45

種類で あ った。(括 弧内 の数 字 は 出現 頻度 が複 数 の場合 の頻 度 を示す 。)

　　 [定 冠詞 グルー プ]

accepting; adding; administering; allowing; asking; asking for; avoiding; behaving; being; breathing; 

bringing; choosing; copying; cutting; deciding; disagreeing; discussing; doing (2); flying; giving (6); 

joining; keeping; lending; letting; locating; looking at; obtaining; paying (2); praying; putting; 

questioning; reading; realizing; recognizing; retiring; returning; seeing; separating; showing; taking; 

telling; thinking; turning; using (2)

はた して、[不 定冠 詞 グルー プ]と 〔定 冠詞 グル ー プ]と では 、 なにかV-ingの 種類 に違 い があ る



か。残 念 な が ら、筆 者 に は両 グル ー プのV-ing群 に これ とい った 際 立っ た違 い を認 識 す る ことは

で きな か った。 む しろ、 目につ いた の は同 じV-ingが 両方 の グル ー プに 出現 して い る例が あ る点

で ある。 具 体的 には 、asking for; behaving; bringing; looking at; reading; usingの6つ のV-ingはan act

of V-ingとthe act of V-ingの どち らに も使 われ ていた。 この こ とは 、少な くともV-ingだ けか らactと

共起す る冠詞 を予 測す るこ とは で きない ことを示唆す る もの と思 われ る。

こ こで 当然疑 問 に思 うの は、act of asking for(something)"の よ うにV-ingの 部 分 まで もが同 じ

"
act of V-ing"で も、actの 冠詞 が不 定冠詞 の とき と定冠 詞の ときがあ るのは なぜ か 、であ る。 問

題 のV-ingを 含 む6組 の項 目のそ れ ぞれ の定 義 と例 文 は以 下の 通 りで あ る(V-ingの 部分 のアル フ

ァベ ッ ト順)。

1  (V-ing  = asking for) 

 #62 request [C] an act of asking for something politely or formally [+ for]:  • They have made an 
                  urgent request for international aid.  [+  that]:  • Anderson repeated his request that we 

                  postpone the meeting.:  • The study was done at the request of the Chairman  (= because the 
                  Chairman asked for  it).  • Further  details will  be sent on request  (= when you ask  for it). • 

                  There were no flowers at the funeral, by request (= because they asked specially not to have 

                 flowers).  • any requests? (= used to ask people  if  they want anything) 

 #17 collection [C] MONEY the act of asking for money from people for a particular purpose:  • Most 
                  Alcoholic Anonymous groups take up a collection at meetings to cover expenses. 

2  (V-ing =  'behaving') 

 #51 performance [a performance] SPOKEN, DISAPPROVING an act of behaving in a way that is too loud 

                  or attracts too much attention:  • She put on quite a performance. 

 #10 camp [U] the act of behaving in a silly, unnatural way and expressing too much emotion when 

                  you are acting in a movie, television program, or play:  • If you like camp, you'll probably 
                   enjoy the movie. 

3   (V-ing =  'bringing') 

 #25 drive [C] ANIMALS an act of bringing animals such as cows or sheep together and making them 

                  move in a particular direction:  • Brown was hired to lead a cattle drive north to the 

                   Canadian  border 

 #15 collection  [U] BRINGING TOGETHER the act of bringing together things of the same type from 

                 different places to form a group:  • The collection of data is not always something that a 
                     researcher can control. 

4  (V-ing =  'looking at') 

 #40 look [C usually singular] LOOKING AT STH an act of looking at something:  •  Wow! Take a 

                 look at that moon.  It's huge!  • If you take a good look  (= look carefully) I think you'll see  it's 

                   a raccoon.  • I'm not sure. I didn't get a look at his face.  •  Take a look around and see  if you 

                  like the place. 

 #59 reference  [C,U] the act of looking at something for information, or the book, magazine etc. you get 

                  the information from:  • One shelf was filled with reference works  (= reference  books). • 

                 Microfilm copies will be kept for future reference  (= so that they can be looked at in the 

                   future).



5   (V-ing  =  'reading') 

 #41 look  [C] CONSIDERING STH an act of reading something quickly or considering it, especially 
                  in order to decide what to do:  • Let me take a look at this tonight, and I'll discuss it with 

 yo  U tomorrow 

 #55 reading [singular] ACT OF READING STH the act of reading something:  • Even a casual reading 
 of  the text gives you an idea of the theme. 

 6(V-ing =  'using') 

 #7 attack [C] VIOLENCE AGAINST SB an act of deliberately using violence against someone: 
                   • She was  left  unconscious  after an attack in her own home. [+  onJ:  • Gibson was charged 

                  with an attack on his  fOrmer girlfriend. 

 #79 use [U] the act of using something, or the amount that is used [+  of]:  • The military has 

                  agreed to allow public use of the land.  •  Increased use of  fertilizers has led to water 

                    pollution. 

 #6 attack [C,U] IN A WAR the act of using weapons against an enemy in a war:  • Their home was 

                  damaged in the attack. 1+  onJ:  • the attack on Pearl Harbor  • The city is under attack  (= 

                  being  attacked).  • Rebel forces launched an attack  (= started an attack) late Sunday night.

1組 目(#62,#17)は 中で も特 に興 味深 い組 であ る。 なぜ な ら、 どち らもV-ingがasking　 forで 同 じで

ある とい うだ けで な く、 可算性 も[C]で 同 じで あ り、本 稿 が着 目 した2つ の要 因候補 をこ とご と

く否 定す るデ ー タで あ るか らで あ る。 つ ま り、 この1組 目は これ だ けで 、可算 性 か らも、V-ing

か らも、actの 冠詞 を予測 す るこ とは で きな い こ とを示 唆す る材料 に な り うる。 可算性 の違 いで

も、V-ingの 違 いで もない とす る と、#62(an act　of asking　for　something)と#17(the　 act　of　asking　for

something)の 冠詞 の違 いは 何 に起 因す るの か。 定義 全体 を比較 してみ る と、前 者 は 「丁 寧 ・正 式

になに かを求 める行為 」 であ り、後者 は 「ある 目的の た めにお金 を求 める行為 」 とな り、丁 寧 ・

正式に とい う求 め方 につ いて言及 が あ るの は前 者 だ けで、求 める ものがお 金 に限 定 され てい る点

と求 める 目的 につ いての記 述 があ るの は後者 だ け、 とい う違 いが あ る ことはあ る。 しか し、 これ

らの違 いがactの 冠詞 の違 い に影 響 を与 えて い るので あ ろ うか。5組 目(#41,#55)に 目を移す と、

求 める 目的 の記 述 の有無 にお いて は、1組 目 とは逆 のパ ター ンにな ってい る。 つま り、1組 目も

5組 目も 目的 につ い て言及 が あ るのは 片方 だ けだ が 、1組 目で は言 及 が あ る方(#17)にthe　 actが

用 い られ 、5組 目で は、言及 が あ る方(#41)にan actが 用 い られ てい る。 この こ とか ら、少 な く と

も 目的 につ い ての記 述 の有 無 はactの 冠詞 の 使 い分 けを説 明 で き る もの で はな い よ うに思 われ る。

その他 の違い につ い て も、 明 らか な反 例 はな い ものの 、 な にか を丁寧 ・正式 に求 めれ ばan　actで 、

丁 寧 ・正式 に求 めな けれ ばthe　actに な る とは、考 えに くい し、求 め る もの がお金 な らばthe　actで 、

お金以 外 な らan　actと も考 え に く く、 どち らもactの 冠 詞 の違 い を説 明で き る要 因で はない よ うに

思われ る。

　 2組 目か ら6組 目は 、1組 目 と違 い、そ れぞれ の組 内で はす べて 可算性 は 異 なってお り、特 殊

な#51の[a performance]と#55の[singular]の 場合 を除 くと、[U]も しくは[U]を 含 む もの([C,　 U])



の場 合 にはthe act of V-ingで 、[C]の 場合 はan act of V-ingで それ ぞれ 定義 され てい て、概ね 、 上で

み た可 算性 とactの 冠詞 の対応 傾 向 に準 じる よ うに もみ え る。 しか し、 仮 にそ うだ と して も、 そ

れ は あ くまで も傾 向 的 な もの で あ り、それ ぞ れ の組 で のactの 冠 詞 の違 いが 何 に起因 す るのか を

説 明す る もの では ない。

以 上5.1と5.2でactの 冠詞 の使 い分 けに 「可 算性 」 と 「V-ing」が関 与 してい る可能性 をみ

てきたが 、[U]とtheの 間 の関係 の可 能性 を除 き、 どち らも決 定的 な要因 とい えるデー タはな かっ

た。 要す るに 、[C]な らばan act ofに な る とか 、V-ingが`asking for'な らthe act ofで'looking

for'な らan act ofに な る とい うよ うな 単純 な対応 関係 では ない よ うに思 われ る。

6.ま とめ と今後 の課 題

「～す る行 為」 を英 語 で表 現 しよ うとす る ときに、the act of V-ingと 定冠詞 を使 うべ きか、そ

れ とも、an act of V-ingと 不定冠 詞 を使 うべ きか。 それ が、本研 究 を始 め るきっか けの疑問 であ っ

た。 この疑 問解 明へ の一歩 と して 、本稿 ではLongman Advanced American Dlctionaryか らそ の定義

にact of V-ingの パ ター ンを含 む名 詞 語義 を80項 目選 び 、そ こで の冠詞 の使 い分 け の実態 を調 べ、

さ らに 、 その語 義 に与 え られ て い る[U](uncountable),[C](countable)な どの 可算性 の違 い 、な

らび に、act of V-ingに お け るV-ingの 部 分の違 いが 、actの 冠詞 の使 い分 け となん らか の関係 がな

いか を検 証 してみ た。

今回 の冠詞 の使 い分 け の実態調 査 か らact of V-ingの バ ター ンでのactの 冠詞 の出現頻 度は 、定冠

詞 が全体 の2/3、 不 定冠詞 が 全体 の1/3と い う割 合 で あ るこ とが わか った。 この結果 は、定

冠詞 の方 が は るか に多 用 され てい る可能性 と同時 に、不 定冠詞 の使 用 も十分 あ りえる こ とを示す

もの で もあ る と解釈 で き る。

actの 冠詞 の使 い分 け と可 算性 の関 連性 につ いて は 、 あ くまで も限 られ た デー タの 中での頻 度

傾 向 で しか な いが 、か な り明 らか な偏 りが観 察 され た。つ ま り、可算性 表記 が[U]の 場合 には ほ

ぼすべ ての ケー スで定 冠詞(the act of V-ing)が 用 い られ て いた のに対 し、[C]の 場合 には逆 に不定

冠詞(an act of V-ing)の 方 が定冠詞 の3倍 近 くの頻 度で 用い られ てい た。 この結果 は、少 な く とも

可算性[U]と 定 冠詞 の 間 に何 らか の関連 性 が存在 す る ことを示唆 してい る よ うに思 われ る。 も し

そ うな らば 、theに す べ きか 、anに す べ きか の疑 問 との 関連 で言 えば 、そ の疑 問が 問題 に な る領

域は も しかす る と、そ の語 義 が[U]以 外 の ときに限 定 され る ものか も しれ な い可能性 が でて く る

こ とにな る。

も う一方 の要 因候 補 のV-ingの 分 析 か らは 、残 念 な が ら、生 まれ て き たの は新 た な疑問 だ けで、

具体 的 に この種類 のV-ngな ら定 冠詞(も しくは不 定冠 詞 が)が 用 い られ てい る 、 とい った 、act

の冠詞 とV-ingの 間 の特 定 の相 関関係 は 見い だす こ とは で きなか った。

今 回の研 究 の制約 と今 後 の課題 として 、以 下の よ うな点が あげ られ る。

1.今 回 の研 究で は、LAADのact of V-ingの デー タ、 しか も比較 的高頻度 な もの に限定 、の分析



で あ り、LAADの すべ て のデー タを対象 に した ときに、 また 、他 の辞 書で 同様 の調 査 を した と

きに、今 回のデー タか ら観 察 され たの と同 じよ うな傾 向 がみ られ るか 、は未 知数 であ る。 特 に、

他 の辞 書 との比較研 究 は 、必 ず しも同 じ語義 をact　of　V-ingを 用 い て定義 して る とは限 らな いな

どの問題 があ る ものの 、冠 詞使用 の ば らつ きの有 無 やそ の度合 い を知 る上 で も興 味深 い課 題 で

あ る と思 う。

2・ 今 回の研 究 では数 あ る定義 パ ター ンの 中か ら、act　ofV-ingの み を対 象 に行 った分析 であ り、

他 の定義 パ ター ン(process of V-ingやstate of V-ingな ど)の 場 合は ど うな のか も、 不明で あ る。 同

じN of V-ingの パ ター ンで あって も、head nounが 違 えば、それ と共起す る不定冠 詞 ・定冠詞 の

頻度割 合 は異 な る可能性 は否定 で きないの で 、重 要な課題 の一つ で ある と考 える。

3.今 回の研 究 は辞 書デ ー タを基 に した 分析 に 限 られ て い たた め 、theを 使 った場 合 とanを 使 っ

た場 合の 意味の違 いや 英語 と しての許 容度 の違 い につ いて の疑問 を扱 うこ とが で きなか った。

LAADデ ー タでactの 冠詞 が 不定冠詞 だ った こ とろ に、 も し定冠 詞 を使用 した ら、また 、そ の逆

の場 合 は、 ど うな るの か。例 えば、[U]で あ りなが ら、唯一 、 不定冠 詞 が用 い られ て いた項 目

(#33 fire)の 定義 は"{an act of shooting, especially of many guns at the same time"で あ ったわ け だ

が 、 も し、 これ を"the act of shooting,_"に 書 き換 えた ら、そ の定義 は どの よ うな違 い を生み

出す のか。 英語 のネ イテ ィ ヴス ピー カー な ら、そ の よ うな 冠詞 の変更 に気 づ くもの なのだ ろ う

か。 さ らには 、英語 のネ イテ ィヴス ピー カー な ら、LAADで 使用 され て い るactの 冠詞 を言 い 当

て る こ とがで き るの であ ろ うか。 これ らの疑 問 に答 え るた め には、相 当数 の英 語の ネイテ ィ ヴ

ス ピー カーの さま ざまな 直感 デ ー タの収集 が 不可 欠 であ り、そ の種 の本格 的 なデー タ収集 ・分

析 が今後 の大 きな課題 で あ る。

本研 究 は、英英 辞典 でい くつ かの名詞 をひい た際 に 、その 定義 の 中で、 同 じact of V-ingと い う

パ ター ンであ りなが ら、 なぜ 冠詞 が違 う場 合 が あるの か、 とい う疑 問が きっ かけ とな った。 知 ら

ない単語 の意味 を調べ る とい う辞書利 用本 来 の 目的の 上で は、 その 単語 が何 をす る行 為 なのか が

わかれ ば 当初 の 目的 は達成 され るわけで 、an act of V-ingで 定義 され よ うが、the act of V-ingで 定

義 され よ うが 、大 した支障 は ない か も しれ ない。 しか し、 この類 のパ ター ンは、辞 書 をひ く とい

うreceptiveな 状 況だ けで な く、例 えば相 手が知 らな い 単語 を平易 な単語 で説 明す る ときの よ うな

productiveな 場 面 で も大変 有用 な表 現 パ ター ンで あ る。 しか し、書 く ・話す とい っ たproductiveな

場面 で は、何 らかの 基準 に基 づ い てactと 共 起 す る冠 詞 を選 択 しな けれ ば な らな くな る。 そ の と

きにan act of V-ingを 使 う意 味 ・理 由、the act of V-ingを 使 う意 味 ・理 由が わか らな けれ ば、伝 え

た い内容 に あわせ てanとtheを 意 図 的 に使 い分 け る こ とはで きな い わ けで 、 この 類 のパ ター ンに

お ける冠詞 の使 い分 けの実態 を明 らか に し、そ の使 い分 け の背後 に あ る と思 われ る要因 を明 らか

にす る こ とは意義 が ある もの と考 える。
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注

1Berry(1993:30 -31)はNouns　 qualified　by　an`of'-phraseと い う項 目 を た て て 、後 置 修 飾 をof-句 に 限 定 して 、 定

　 冠 詞 が 要 求 され る場 合 に は 次 の2つ が あ る と述 べ て い る.

1 ) the noun involved refers to an action, event, or state and the  'of'-phrase indicates the performer of the action or 

 the thing affected (e.g.,  :  ... following the closure of a Courtaulds  factory; Orders should not be cashed after the 

 death of the person) 

 2) certain nouns which refer to a part or characteristic of something are followed by an  'or-phrase very frequently, 

 and have unique reference  (e.g.,  ...  after the  beginning of the tax year; The price of  copper .  ,fell spectacularly)

2こ れ ら は
、 「定冠 詞 と形 容 詞 に 修 飾 され た名 詞 」(つ ま り[the+普 通 名 詞 単 数+前 置 詞 句]の パ ター ン で

　 用 い られ る名 詞)の 例 と して 挙 げ られ て い る27の 名 詞 の 一 つ と して 取 り上 げ られ て い る も の で あ る。 な ぜ

　 定 冠 詞 な の か の 説 明 は 、of V-ingに 限 定 して い るわ け で は な い が 、 以 下 の通 りで あ る。

　 　 前 置 詞 句 が 名 詞 を 修 飾 す る とそ の 句 は 形 容 詞 の 働 き をす る た め に 形 容 詞 句 とな りま す が 、被 修 飾 語 の 名

　 　 詞 は 「記 述 され た 前 置 詞 句 の 範 囲 内 に お け る 名 詞 」 と い う意 味 に 限 定 され る よ うに な ります 。 そ の た め

　 　 被 修 飾 語 の 名 詞 は拘 束 性 を 帯 び て き ま す か ら、 特 殊 的 な名 詞 と な ります 。 この た め にtheを 必 要 と します 。

　 　 (P.302)

　 この 説 明 は概 ねQuirk,　 et　a1(1985)の い うと こ ろ のcataphoric　 referenceと 同 じ と思 わ れ 、 基 本 的 にQuirk,　et,　a1

(1985)に 関 連 して指 摘 した 問 題 は残 る の で は な い か と考 え る。

3不 定 冠 詞an　act　of N2を 用 い た 例 文 は
、 同 書 の 他 の 箇 所(熊 山1985:143)で 見 出 す こ とは で き る が 、 そ の 例 文

　 で のN2はV-ingで は な い。(Robbery　 is　considered　to　be　an　act　of　violence./Helping　 the　labdy　across　the　street　was

　an　act　ofkindness.)

4頻 度 に つ い て の 判 断 は
、Longman独 自 の ア メ リカ 英 語 コ ー パ スデ ー タ の 分 析 に よ る もの で 、 次 の よ うに説

　 明 され て い る。

This dictionary is  organized on the basis of frequency . The most frequent meanings of a word are shown first, and 

homographs are shown in frequency order. All of our judgments about frequency are made by computer-based 

analysis of all American English corpus material available to  Longman .... 

The dictionary also shows which words are used most frequently in spoken and written English . This information 

appears at the top of an entry after the part of speech.

この説明か らわかるよ うに、頻度データは品詞ごとのものであり、本稿で問題 とす る語義 ごとのものでは

ない。従って、本稿で分析の対象に したものの中には、かな り専門的で、頻度はかな り低いものを含む可

能性がある。



5残 念 なが ら
、 筆 者 に は 、LAADのADVANCED　 SEARCH上 で 、`act'と`of'の 出 現 の1順番 を 指 定 して の 検

索(つ ま り、`act'が`of'の 先 に 出 現 して い る もの に 限 る検 索)や 、`act'と`of'が そ の 順 番 で 、 且 つ 、

そ の 間 に他 の語 の 介 入 が な い もの(つ ま り、`act　of'が ー一続 き の もの)を 検 索 す る 方 法 は 不 明 で あ る。

6LAADはsignpostsに つ い て以 下 の よ うに 説 明 して い る
。

In entries with many definitions, we have included  "Signposts" to help you find the right definition quickly. A 

signpost is a word or short phrase that guides you to the right meaning. It may be a synonym, a short definition, or 

the typical subject or object of a verb. Signposts are shown in BOLD RED LETTERS, before the definition, and 

are written using only the words in the Longman American Defining Vocabulary.

7該 当 部 分 は
、hostilityの 語 義 番 号3で そ の 定 義 と 例 文 は 以 下 の 通 り、,

　 　 hostilities【plural]FORMAL　 acts　of　 fighting:・The hostilities in the　south　appear　 to be spreading　 toward　 the

　 　 capital.

8た だ し
、LAADで の1次 検 索 で ヒ ッ ト した103件 のact　 ofの 中 に は1件 だ け 、-ingで な い も の が あ っ た 。 し か

　 し、 そ れ は 除 外 さ れ た た め 、LAADデ ー タ の 中 に は 入 っ て い な い 。


